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かがやけ！
有年っ子

明日、２学期の終業式を迎えます。2学期はたくさんの行事がありました。感染予防対
策を徹底しながら無事に学校教育活動を行うことができたことを、とてもうれしく思って
います。どの活動においても、子ども達は意欲的に取り組み、生き生きとした姿と笑顔を
見せてくれました。保護者の皆様、地域の皆様には、格別のご理解と温かいご支援をいた
だきましたこと、お礼申しあげます。

この２学期を振り返り、2学期を象徴するの漢字一文字を考えてみました。

それは、『成』です。

○ 子ども達一人一人が、自分のめあてに向かって一生懸命取り組み、成長すること
ができました。

○ 一人一人のめあてや学級の目標、毎月の生活目標に全力で取り組み、達成するこ
とができました。

○ １１月に行われた「人権教育実践研究発表会」では、互いを大切に、対話をとお
して学び合い、高め合う授業に取り組み、その成果を多くの方に見ていただきまし
た。

○ 芸術の秋にふさわしく、絵画や造形に親しんだほか、全校で絵馬を作り上げるな
ど、さまざまな作品づくりを成し遂げました。

○ スマイルコンサートでは、どの学年も息の合った演奏を成功させることができま
した。

○ 学級や学年、全校で温かい絆でつながり、笑顔あふれる有年っ子の輪が完成しま
した。

○ 保護者の皆様や地域の皆様に見守られ、「ほがらか・はつらつ・すこやか」な有
年っ子を育成することができています。

今年も大変お世話になりました。ありがとうございました。
年末年始をまたぐ冬休みは、日本ならではの行事や文化にふ

れながら、家族で過ごす時間も多くなると思います。
どうぞ、よいお年をお迎えください。

この度、有年小学校が「令和４年度租税教育推進校」
として表彰されました。
長年の「６年生租税教室の実施」や「夏休み課題の税

に関する作品の応募」の功績が認められての表彰です。
「税金」について、正しく理解し、どのように活用さ

れ、私たちの生活に生かされているのかを学ぶことは、
消費者教育の一環としても大事なことです。
これからも取り組みを継続したいと思います。
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５年生は、総合的な学習の時間に「アートマ
イル」の活動に取り組んでいます。
今年は、台湾の小学校と交流しながら、とも

にSDGsについて考える学習を進めました。
これまで学習したことをもとに、どんな絵に

するか、みんなで意見を出し合い、日本らしさ
や自然の豊かさ、環境保全の取組などを盛り込
んだ壁画を完成させることができました。
下校時に全校に向けて披露すると、「すごい」

「きれい」と声があがっていました。
５年生が描いた虹の半分を台湾の子ども達が

描きます。
全体の壁画の完成は３月ごろの予定です。

１２月２１日（水）に、東有年八幡
神社の絵馬奉納式に全校児童が参加し
ました。
６年生が中心となり、全校児童が一

筆ずつ入れて、見事な絵馬が完成しま
した。
地域の皆様からも、「上手にできてい

る。」「子どもの作品はいいな。」と誉め
ていただきました。
来年の干支はうさぎです。うさぎの

ように、元気いっぱいに飛躍できる年
になることを祈っています。

全校で、友だちのいいところや上級生のすてきな姿、下級生のがんばっている様子など
を色カードに書いて「虹」を作っています。（完成間近！！）
互いを認め合い、高め合える、笑顔があふれる有年っ子達です。


